
1988年出上の木簡

一
九
八
八
年
出
上
の
本
簡

概

〉
要

本
号
に
は
、
昨
年
度
研
究
集
会
で

一
九
八
八
年
木
簡
出
土
遺
跡
と
し
て
報
告

さ
れ
た
も
の
の
ほ
ぼ
全
て
と
、
そ
の
後
八
八
年
度
末
ま
で
に
新
た
に
木
簡
を
出

土
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
遺
跡
な
ど
、
四
〇
遺
跡
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
主

な
木
簡
の
釈
文

。
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
掘
調
査
な
ど
で
多
忙

な
中
、
貴
重
な
報
告
を
寄
せ
ら
れ
た
関
係
機
関
並
び
に
発
掘
調
査
担
当
者

・
報

告
執
筆
者
の
方

々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

本
号
に
掲
載
し
た
木
簡
出
土
遺
跡
及
び
出
土
木
簡
の
点
数
に
つ
い
て
は
別
表

の
通
り
で
あ
る
。
木
筒
を
出
土
し
た
四
〇
遺
跡
の
う
ち
、
古
代
の
木
簡
を
出
土

し
た
遺
跡
は
二
七
遺
跡
で
過
半
数
を
占
め
る
が
、
時
代
的
に
は
古
代
か
ら
近
世

に
ま
で
及
び
、
さ
ら
に
本
年
度
は
近
代
の
木
筒
ま
で
出
土
し
て
い
る
。
地
域
的

に
は
、
一全
国
各
地
の
、
ま
た
多
種
多
様
な
性
格
を
も
つ
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い

る
点
は
、
本
年
も
例
年
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
の
四
遺
跡
は

一

九
八
七
年
以
前
に
木
筒
を
出
上
し
て
い
た
遺
跡
で
あ
り
、
本
年
度
に
木
筒
を
出

上
し
た
の
は
厳
密
に
は
三
六
遺
跡
と
な
り
、
木
簡
出
土
遺
跡
数
の
微
減
が
指
摘

さ
れ
た
昨
年
度
と
同
数
に
な
っ
た
。
た
だ
、
本
年
度
木
簡
出
土
遺
跡
に
限
っ
て

も
、
本
年
初
め
て
木
筒
を
出
土
し
た
遺
跡
が

一
六
遺
跡
を
数
え
る
点
か
ら
す
る

と
、
木
簡
出
土
遺
跡
数
と
出
土
木
簡
点
数
は
増
大
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。
ま
た
従
来
よ
り
継
続
し
て
木
簡
が
出
上
し
て
い
た
平
城
官

・
京
跡

で
は
、
質

。
量
と
も
に
空
前
絶
後
と
い
っ
て
よ
い
程
の
木
筒
が
出
土
し
て
お
り
、

今
後
の
研
究
の
進
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

本
年
度
出
土
の
木
簡
を
概
観
し
て
、
最
も
注
目
を
惹
く
の
が
、
先
述
の
平
城

京
跡
出
上
の
木
筒
で
あ
る
。　
一
つ
は

「長
屋
王
家
木
筒
」
と
仮
称
さ
れ
る
木
簡

群
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
長
屋
王
邸
の
北
、
二
条
大
路
路
肩
の
東
西
濤
か
ら

出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
。
「長
屋
王
家
木
筒
」
は

「長
屋
親
王
官
」
と
記
さ
れ
た

木
簡
が
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
が
、
出
土
状
況
が
邸
内
の
、　
一
括
投
乗
と
判
断

さ
れ
る
遺
構
か
ら
出
上
し
た
点
、
年
紀
が
和
鋼
四
年
ぞ
霊
亀
二
年
と
限
定
さ
れ

る
点
な
ど
、
ま
ず
資
料
と
し
て
の
良
質
性
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
長
屋

王
家
の
家
政
に
関
す
る
も
の
を
主
と
し
、
家
政
機
関
の
名
称
、
日
々
の
食
料
給

付
の
状
況
、
長
屋
王
家
の
領
地
の
所
在
地
と
そ
こ
か
ら
の
邸
内

へ
の
物
資
の
搬

入
の
あ
り
方
等
々
、
従
来
は
律
令
に
規
定
さ
れ
た
国
家
的
給
付

（封
戸
、
位
田
・



平城京跡

左京三条二坊

左京二条二坊十一 。十
四坪坪境小路跡

左京二条四坊二坪

東大寺境内

藤原宮・京跡

内裏東外郭地域

宮西南部地域

西方官衡地域

右京七条四坊

長岡宮・京跡

東辺官衡 。東一坊大路

東辺官衡・左京一条大
路

二条大路・東二坊大路
交差点

左京二条二坊六町

左京四条三坊四町

※
 Ⅷ 寺御所跡)

大坂城跡

※ 東郷遺跡
吉田南遺跡

※○小犬丸遺跡

※○姫路城跡

武家屋敷跡

東部中濠

※ 玉手遺跡
※ 袴狭遺跡
※ 瀬名遺跡
※ 池ケ谷遺跡

※ 山の神遺跡

※ 居村B遺跡
今小路西遺跡

※ 十里遺跡

※ 中江日本郷遺跡
※ 高時遺跡
※ 狐塚遺跡
仙台城二の丸跡
(第五地点)

※ 熊野田遺跡
一乗谷朝倉氏遺跡

※ 能登国分寺跡
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1988年出上の木簡

※ 三小牛ハバ遺跡
※ 発久遺跡
草戸千軒町遺跡

尾道遺跡

※ 紺屋町遺跡
※○下川津遺跡

石川県金沢市

新潟県笹神村

広島県福山市

広島県尾道市

香川県高松市

香川県坂出市

職
田
、
帳
内
・
資
人
等
）
の
数
的
側
面
し
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
、
奈
良
時
代
の
貴
族
の
日
常
生
活
を
解

明
す
る
道
が
開
け
た
点
で
、
そ
の
史
料
的
価
値
の

高
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
二
条

大
路
路
肩
の
東
西
濤
出
上
の
も
の
は
、
年
紀
が
天

平
三
を

一
〇
年
と
限
定
さ
れ
、
や
は
り
良
質
の
資

料
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
平
城
官

跡
の
発
掘
で
出
土
し
た
木
簡
と
の
類
似
性
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
律
令
国
家
中
枢
部
で
の
政
務
運
営

の
あ
り
方
の
理
解
、
贄
関
係
の
木
簡
を
始
め
と
す

る
貢
進
物
付
札
の
分
析
な
ど
に
新
た
な
考
察
材
料

を
塁
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
質

・
量
と
も
に

「長

屋
王
家
木
簡
」
と
遜
色
の
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
木
簡
の
検
討
が
進
む
こ
と
で
、
古
代
史

研
究
に
益
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
、
古
代
史
の
史

料
に
占
め
る
木
簡
の
重
要
性
は
今
後
ま
す
ま
す
大

き
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

本
年
は
平
城
京
以
外
の
古
代
の
遺
跡
に
お
い
て

も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
藤
原
官
跡
か

ら
は

「評
」
の
木
簡
や
薬
物
に
関
す
る
木
簡
が
出

土
し
、
後
者
は
官
西
南
部
地
域
の
官
行
的
性
格
を

究
明
す
る
上
で
重
要
な
材
料
と
な
ろ
う
。
そ
の
他
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
東

大
寺
境
内
出
上
の
大
仏
造
営
関
係
の
木
簡
、
長
岡
官

。
京
跡
や
嵯
峨
院
跡
出
土

の
木
簡
な
ど
、
興
味
深
い
も
の
が
多
数
あ
る
。
ま
た
本
年
は
古
代
に
あ
っ
て
は

「地
方
」
で
あ
っ
た
地
域
か
ら
も
多
種
多
様
な
木
衝
が
出
上
し
て
い
る
の
が

一

つ
の
特
色
で
あ
る
。
小
犬
丸
遺
跡
で
は
、
木
筒
か
ら
こ
の
遺
跡
が
布
勢
駅
家
跡

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
皇
后
官
の
出
挙
稲
収
取
に
関
わ
る
木
簡

（袴
狭
遺
跡
）、
人
夫
徴
収

（瀬
名
遺
跡
）
や
放
生
会

（居
村
Ｂ
遺
跡
）
に
関
す
る
も

の
、
国
衝
よ
り
下
の
機
関
に
具
注
暦
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
木

簡

（発
久
遺
跡
）
な
ど
、
地
方
に
お
け
る
律
令
制
度
の
運
用
を
解
男
す
る
上
で
貴

重
な
史
料
も
呈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
能
登
国
分
寺
跡
で
は
、　
一
昨
年
の
福
井

・

田
名
遺
跡
に
続
い
て
、
地
方
に
お
い
て
貢
進
物
付
札
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

意
味
の
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
な
お
、
下
川
津
遺
跡
か
ら
は
七
世
紀
後
半
と

推
定
さ
れ
る
木
簡
が
出
上
し
た
。
地
方
に
お
け
る
八
世
紀
以
前
の
木
街
出
土
例

と
し
て
注
目
し
た
い
。
そ
の
他
、
呪
符
木
筒
は
二
遺
跡
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

中
世
の
木
簡
は
、
例
年
の
ご
と
く
、
呪
符
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
呪
符

は
中
世
人
の
精
神
生
活
を
解
明
し
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
文
面
に
は
そ

の
内
容
を
端
的
に
示
す
言
葉
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
符
録
や
呪
句

・
呪
語
に
よ

っ
て
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
解
読

し
、
中
世
の
人
々
の
精
神
生
活
を
理
解
す
る
に
は
、
木
簡
だ
け
で
な
く
、
共
伴

出
土
遺
物
、
さ
ら
に
は
民
谷
資
料
を
も
丹
念
に
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

た
だ
現
在
の
と
こ
ろ
本
会
に
は
ま
だ
民
谷
学
や
中
世
の
精
神
史
を
専
攻
さ
れ
る

※は木簡新出上遺跡,Oは 1987年以前出土遺跡



研
究
者
の
方
々
の
入
会
は
少
な
く
、
古
代
の
も
の
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
呪

符
木
簡
は
今
後
と
も
報
告
事
例
が
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
の

方
面
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
入
会
を
お
願
い
し
た
い
。

近
世
木
簡
出
土
遺
跡
と
し
て
、
本
号
に
掲
載
し
た
の
は
七
遺
跡
で
あ
る
。
大

坂
城
跡
、
姫
路
城
跡
、
仙
台
城
二
の
九
跡
、
高
松
城
下
紺
屋
町
遺
跡
な
ど
、
城

郭

・
都
市
出
上
の
も
の
が
過
半
数
を
占
め
る
の
は
例
年
と
同
様
で
あ
る
が
、
本

年
は
集
落
跡
か
ら
の
出
土
例
を
見
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
中
里
遺
跡
の
年
貢
米

収
納
に
関
わ
る
木
簡
、
中
江
田
本
郷
遺
跡
の
呪
符
な
ど
、
近
世
の
村
の
人
々
の

暮
し
ぶ
り
を
木
簡
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
の
意
味
で
は
、
近
世
史
専
攻
の
方
々
に
も
本
会

へ
の
入
会
を
お
願
い
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

本
年
は
近
代
の
木
簡
も
出
土
し
た
「
姫
路
城
跡
の
東
部
中
濠
か
ら
の
明
治
時

代
と
推
定
さ
れ
る
木
簡
で
あ
り
、
木
簡
研
究
は
つ
い
に
近

。
現
代
ま
で
も
視
野

に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
年
度
あ
る
い
は

一
九
八
七
年
以
前
に
木
衛
が
出
土
し
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
遺
跡
の
中
で
、
種
々
の
事
情
か
ら
今
回
収
録
で
き
な
か
っ
た
出
土

例
と
し
て
、
兵
庫
県
赤
穂
城
本
丸
跡

。
石
川
県
横
江
荘
荘
家
跡

。
茨
城
県
堀
ノ

内
遺
跡
が
あ
る
。
ま
た
本
誌
に
掲
載
漏
れ
と
な
っ
て
い
る
木
筒
出
土
遺
跡
も
多

数
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
遺
跡
に
つ
い
て
も
今
後

と
も
可
能
な
限
り
増
補
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
関
係
者
な
ら
び

に
会
員
各
位
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
　

　

　

（森
　
公
章
）

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関

・
担
当
者
に
依
頼
し
て
、
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に

つ
い
て
は
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ば
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「質
」

「證
」

「
龍
」
「
廣
」
「
蓋
」

「應
」
等
に
つ
い
て
は
正
字
体
を
使
用
し
、
具
体
字
は

「井
」

コ
升
」

「季
」

「赤
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
六
頁
第
１
図
参
照
）。

「　
」
　

　

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
筒
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限

り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。


